
| 今月の経済動向（平成29年2月）

● 月例経済報告

 基調判断

 個人消費
持ち直しの動きが続いているものの、こ
のところ足踏みがみられる。

 設備投資 持ち直しの動きに足踏みがみられる。

 住宅建設 このところ弱含んでいる。

 雇用 改善している。

月例経済報告：内閣府　

土地総研メールマガジン 第51号「今月の経済動向」

 景気は、一部に改善の遅れもみられるが、緩やかな回復基調が続いている。
 先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やか
に回復していくことが期待される。ただし、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響
に留意する必要がある。

http://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/getsurei-index.html


 生産 持ち直している。

 輸出 持ち直している。

 国内企業物価 緩やかに上昇している。 

 消費者物価 横ばいとなっている。

 海外経済
一部に弱さがみられるものの、全体とし
ては緩やかに回復している。

月例経済報告：内閣府　

土地総研メールマガジン 第51号「今月の経済動向」

http://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/getsurei-index.html


● 景気動向指数（平成28年12月）

　・CIの推移

景気動向指数：内閣府　

土地総研メールマガジン 第51号「今月の経済動向」

　平成28年12月のCI一致指数は前月より 0.3ﾎﾟｲﾝﾄ低い 114.8ﾎﾟｲﾝﾄとなった。CI先行指数は前月より 2.2ﾎﾟｲﾝﾄ高い 104.8
ﾎﾟｲﾝﾄ、遅行指数は前月より 1.0ﾎﾟｲﾝﾄ高い 114.3ﾎﾟｲﾝﾄとなった。
　景気の基調判断（CI一致指数）は、「改善を示している」を据え置いた。
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http://www.esri.cao.go.jp/jp/stat/di/menu_di.html

